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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭の延期日程に変更があり、日時は4/25（水）13：00～13：30となる。
　青陽館からの参加者は、佐羽内裕亮様、稲垣ふき様、吉田富秋様。

・千葉輝夫様の夕食は4/16（月）より2階で食べて頂く。

・新年度の人事の発表は今週中に行われる予定。新体制は5/1からとなり、4/30までは現体制での勤務となる。

・4/25の青風荘の花見には青陽館スタッフ石橋菜摘さんが午前中同行予定。
・4/12（木）･4/13（金）秋田緑ヶ丘病院の視察がある。4/12は病院、南山苑、青山荘などを見学し、4/13はLCPみさわを見学予定。青陽館は菅原AOMが案内･説明を行う。また、施設見学に伴い、14:00～15：40は入浴を休止とし、見学終了後入浴再開する。見学は1階から3階までとなっているため、各フロアの環境整備を行うこと。

・人事考課について

　平成29年度下半期の人事考課を作成し、4/13（金）までに小嶋SGMへメールで提出すること。

・部署懇談会について

　外来看護、認知症センター、通所、訪問看護五福は5/7（月）、古民家にて行う。欠席者

は5/10（木）、場所は未定。懇談会では自己アピールの時間があるので考えておくこと。

・デイケア保険の保険料取りまとめは慶長JGMが行うので、ミーティングで伝えていくこ
と。金銭授受の窓口は慶長JGMとする。

［提出物］

・疾患別診療計画書：担当医の評価を受け次第、利用者様に説明、署名後、アップロードすること。
・5月プログラムテキスト：4/20（金）16：00までに提出すること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に、スタッフと薬の空包を確認している。昨日、忘れてきた4/11（水）の朝食後薬の空包を含め、今朝までの空包が全て揃っている。体調について尋ねると、不調はないと話しており、プログラムにも問題なく参加している 。

・三浦　繁雄　様～4/11（水）本人より架電あり、薬の自己調整を行い様子を見る為、デイケアを欠席したいとのこと。昨日頭痛がありむらかみ脳神経クリニックを受診、特に問題ないと医師より説明されたが、お薬手帳を見て薬の飲みすぎである為、処方薬の服用を全て止めてみるよう言われたとのこと。服薬に関しては、主治医の指示に従い自己調整をしないこと、症状等で気になることがある際には主治医に相談し決めるように伝えている。来所が困難な場合は再度連絡してほしいことや、不調等がない場合は普段通り来所するよう伝え、電話を終えるが、以降、連絡がなく来所もしていない為、自宅に電話連絡をしている。母様が対応しており「起こそうとしたんですが具合が悪いからいけないと答えてまして・・・」と話している。今後変わったことや気になったことがある際には連絡が欲しいことを母様に伝え電話を終了しており、欠席となる。本日来所しており、以前通院していたおいらせ町立病院にも相談したところ、青南病院の薬は飲むように言われたとのことで、服用していると話している。来所後は変わった様子なく、プログラムにも問題なく参加している。

・鈴木　知子　様～水曜日に青明舎で入浴することにしたため、デイケアでゆっくり出来て良いと話している。また、スタッフとばかり話しているが、他の利用者と話をしなくてもよいのかと尋ねてくることがあり、無理に話そうとしなくてもよいことを伝えている。姉と話が出来るようになったことや家から出てがんばりたいとも話しており、表情も穏やかで、プログラムにも問題なく参加している。

・齊藤　良宏　様～レクリエーションに参加している時に、席を離れた際、別の利用者が座ってしまい、席を移るように言われ、不機嫌になることがあったため、スタッフ介入しており、トラブルに発展することはなかった。

・吉田　キクエ様～最近息切れ、むせ込むことが見られ、鹿内内科を受診している。青風荘スタッフより受診内容の情報提供があり、レントゲン、心電図、尿検査、採血検査を施行し、診察医より、呼吸器官に少し炎症が見えると説明があったとのこと。PL配合顆粒、トランサミン(250)、カルボシスティン（250）　各3×ndE　、マインべース(200)　2×ndE、ツロブテロールテープ(2)5枚　5日分が処方となり、4/17(火)再受診する予定とのこと。本日は、食事中にむせ込みが2回程見られているが、運動療法に参加後も息切れは見られない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、前回の診察の様子をスタッフに話しており、主治医から、他者(袴田淑子様)に強く言ったことや入浴のことを言われ、それについて「私が悪かった。言われて当然だ」「入浴時間は今は守ってる」と振り返って話すことがあったとのこと。本日のデイナイトケアでは、奥山以依子様との入浴状況について話している。奥山様は、湯船に1回つかった後、急いで体を洗い湯を流していたとのこと。湯船方向に向かう途中で、滑って転倒したとのこと。気が付いたら血を流して転倒していたため、スタッフを急いで呼んだと話している。「びっくりした」と何度も話しており、早くスタッフを呼んでくれたことが良かったと評価すると、「何かあると大変だと思ったんだよ」と話している。やや緊張している様子が見られていたため話を傾聴している。帰荘時間になると最後列で帰荘しているが、途中で小走りに帰荘している。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・稲垣　ふき　様～4/11（水）の運動療法ではホームフィットネスのDVDで体を動かし、膝の曲げ伸ばしを行っており、ホームフィットネス終了後に膝の痛みについて尋ねると「痛くない」と話している。座っている時は痛みはないが立ち上がったりするときに痛みがあり、階段の昇り降りの際にも痛みがあると話している。ホームフィットネスの時は「動かさないと動かなくなると思って」と話している。本日足の痛みがあると話し、整形外科を定期受診しており、処方内容等に変更はないとのこと。今後も訴えがある際には話を傾聴し様子を観察していく。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後から今朝まで排便はなく、本日で排便なく5日目であるとのこと。通所で午前中に排便が無い場合は昼食後にアローゼンを服用させてほしいとの申し送りがある。また、起床の声掛けに対し強い拒否があり介入を要していたとのこと。本日も玄関まで車イスで来所し、付き添いの青風荘スタッフが帰ると、急に泣くような声を出し始める。声を掛けると「痛いのだー」と答え、日課の促しには応じず不機嫌である。運動プログラムのレクダンスでは、動ける範囲を取り組んでいる為評価している。排便状況については、午前中の排便がないため、昼食後にアローゼンの服用を促すが拒否があり、再三の促しでようやく服用している。水分補給や腹部マーサージ等を促し、排便状況を確認していく。また、午前は塗り絵を促すも行おうとせず。今後も本人の訴えを傾聴し、取り組める範囲は促していく。帰荘時まで排便はなく、今後も排便状況を確認していく。

ナイトケア
・村上　元道　様～来所時に体調を聞くと、不調は特になく「前よく感じていたイライラ感がなくなってきてるから、楽になってきたよ」と話している。処方薬変更後次第に気持ちが落ち着いてきているとのことで、今後も様子を見つつ、不調や変化を感じた際には無理せず相談するよう促している。ナイトケアではスタッフと交流しており、気分の高揚さや不調を訴えることなく落ち着いて過ごしている。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（三浦　繁雄様）　
実施日：H30年4月12日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当： 柴崎　道代
参加者：佐々木･慶長･戸賀沢･藤田・石橋
検討内容　目標・治療計画の再評価

	氏名
	三浦　繁雄
	性別
	男
	年齢
	46
	生年月日
	S46年7月18日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	うつ病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　身体機能の維持・向上　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　

	本人希望
	就労したい。

	家族希望
	

	入院歴
	計1回（最終：平成28年11月～平成29年3月）

	通所歴
	1回目

今回：平成30年3月6日～現在　　（週5回/月・火・水・木・金）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	主たる援助者：三浦　繁勝　様　　続柄（父親）
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	
	自立支援医療制度利用


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労する。
	①断酒を継続した生活を続け、生活リズムを整える。
	①デイケアで活動する時間を増やす。
	面談を通して、詳しい生活状況を聞き、本人に負担にならないように生活リズムを整えていくことができるようにともに考えていく。

	
	②対人関係でのストレス対処法を身に付ける。
	②対人交流においてストレスを感じた時はスタッフに相談する。
	対人交流においての相談を受けた時は対処方や、解決へ向けての方法をともに考えていく。


【検討内容】目標・治療計画の見直し。対応の検討

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケアで活動する時間を増やす。
	朝８時に起床し、ご飯を食べた後に再び眠り昼頃に起きてデイケアに来所するという生活リズムとなっている。二度寝する理由として朝食後に眠くなり「車運転している時眠くなったら」と思って、寝てしまう」再び寝てしまうことを話している。

服薬については自己調整しており、主治医には話しているとのこと。自己調整を行っているが「薬が急に減ると不安」と話している。

就労に関して、本人より「働きたい」という言葉が出ているが、「妹にうるさく言われる」ことが理由で「働かないと」と考えると話している。父親の経営する会社で妹と働いていた時にも「妹にうるさく言われる」ことがあったとのこと。


	入院中はアルコール依存症プログラムに参加していたが、病識が無いため、疾病教室や個別に面接を行い病識を身につける。

服薬に関しては、服薬している時間を把握し、決められた処方どおりに服用しないことでの体調や精神面での変化を振りかえり、処方どおりの服用ができるように、繰り返し助言していく。

就労に関しては本人の希望を再確認し、どのような就労の形態がよいかを検討していく必要がある。

	②対人交流においてストレスを感じた時はスタッフに相談する。
	対人関係について最近特定の利用者様が自分にきついことを言うと話している。デイケアを体験利用していた時は「楽しかった」が「今は起きるとデイケアに行きたくない」と思ってしまうと話しており、気持ちが変化した理由については同じく「対人関係」が原因であることを話している。ストレスを感じるのであれば、他の利用者と交流し距離をとってみてはどうかと提案するが「話し合って解決したい」と希望を伝えている。

デイケアに通いはじめてから趣味の活動（プラモデル作りや読書）をする気が起こらなくなったと話し、休日に寝て過ごす事が多くなったとのこと。休日に生活リズムを崩し月曜日に体調が悪いことがあると話している。休日の過ごし方を変えたいとデイケア欠席し趣味の活動に集中できるかやってみるとの事だが、やる気が起きなく何もやらなかったことを話している。服薬の自己調整とともに主治医に相談するように伝えている。

デイケアに通う目的について、デイケアに行く気が起こらないと話すことがあり、理由として「出会いが無い」と話しているため「就労したい」という目標の再確認を行い生活リズムを整えて、就労し出会いについてはそこで考えてみてはどうかと助言すると「はい」と答えている。


	デイケアの利用目的、現在できていないこと、何が必要となるかを振りかえり、本人がわかりやすいように目標設定をし直す。

スタッフの助言を受け入れずに「自分がしたい」という方法を行うため、一度自分の考える対処法を実践し、その都度振り返りを行い、他の方法で対処できるように助言を行う。


長期目標に関しては継続とし、今後、面談を行い就労時の詳しい状況や本人意向を確認し、一般就労か、就労継続A型、B型、どこを目標にするかを決めていく。
【目標・治療計画（再立案）】

・目標の変更に関しては、今後話し合い決定していく。
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労する。


	①病状管理を行えるようになる。
	①確実に服薬管理を行うことが出来る。
	服薬している時間を把握し、決められた処方どおりに服用しないことでの体調や精神面での変化を振りかえり、処方どおりの服用ができるように、繰り返し助言していく。



	
	②断酒を継続した生活を続け、生活リズムを整える。
	②デイケアで活動する時間を増やす。
	面談を通して、詳しい生活状況を聞き、本人に負担にならないように生活リズムを整えていくことができるようにともに考えていく。

	
	③対人関係でのストレス対処法を身に付ける。
	③対人交流においてストレスを感じた時はスタッフに相談する。
	対人交流においての相談を受けた時は対処方や、解決へ向けての方法をともに考えていく。


